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乕
成
果
と
展
望﹇
書
評
﹈

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（
イ
ギ
リ
ス
）
が
議
会
制
民
主
主
義
の
発
祥
の
地

で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
未
だ
に
根
強
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の

神
話
を
補
強
し
て
い
た
の
は
、
ホ
イ
ッ
グ
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主
義
と

い
う
、
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
に
お
け
る
二
大
潮

流
で
あ
っ
た
。
現
在
と
い
う
地
点
を
歴
史
的
に
正
当
化
し
よ
う
と
す

る
ホ
イ
ッ
グ
史
家
に
と
っ
て
、
民
意
を
代
表
す
る
議
会
が
王
権
を
制

約
す
る
政
治
体
制
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
を
経
て
戦
い
取
ら
れ
た

も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
唯
物
史
観
に
立
つ
マ
ル
ク
ス

主
義
は
ホ
イ
ッ
グ
主
義
と
は
全
く
異
な
る
歴
史
観
を
信
奉
し
て
い
た

が
、
一
七
世
紀
中
葉
の
出
来
事
を
市
民
階
級
が
封
建
体
制
を
打
破
す

る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
と
み
な
す
以
上
、
や
は
り
議
会
の
国
王
に
対
す

る
勝
利
は
自
明
視
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
双
方
の
立
場
か
ら
当
該
期

の
議
会
と
王
権
の
関
係
に
つ
い
て
数
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い

っ
た
。

上
記
の
問
題
関
心
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
遡
及
的
に
一
六
世
紀
後

半
に
も
適
用
さ
れ
、エ
リ
ザ
ベ
ス
期
に
つ
い
て
の
研
究
も
進
展
し
た
。

こ
の
時
期
の
議
会
史
は
、
ホ
イ
ッ
グ
史
家
と
彼
ら
を
批
判
し
た
修
正

主
義
者
が
最
も
激
し
く
議
論
を
戦
わ
せ
た
舞
台
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
直
前
の
ミ
ッ
ド
・
テ
ュ
ー
ダ
ー
期
に
関
し
て
は
、
宗
教
改

革
と
い
う
近
世
・
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
を
規
定
し
て
ゆ
く
最
大
の

事
件
が
議
会
制
定
法
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
て
い
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
・
初
期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
期
ほ
ど
に
は
研
究
の

深
化
を
み
な
か
っ
た
。
そ
の
一
因
と
し
て
は
、
後
述
す
る
史
料
上
の

制
約
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
や
は
り
ホ
イ
ッ
グ
主
義
・
マ
ル
ク
ス
主
義

の
歴
史
観
の
射
程
に
こ
の
時
代
が
入
り
づ
ら
か
っ
た
の
が
最
大
の
要

因
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

昨
年
議
会
史
の
専
門
学
術
誌P

a
rlia

m
en

ta
ry H

istory

の
別
冊
と

し
て
出
版
さ
れ
た
、
Ａ
・
ホ
ー
ク
ヤ
ー
ド
『
下
院　

一
五
〇
九
―

一
五
五
八
年
―
―
成
員
・
議
事
手
続
・
慣
例
・
変
化
』（
1
）
は
、
こ
う

し
た
研
究
史
の
流
れ
を
大
き
く
転
換
さ
せ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。
著
者
は
、
尚
古
協
会
お
よ
び
王
立
歴
史
学
協
会
の
フ
ェ
ロ
ー
で

あ
り
、
議
会
史
財
団
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
て
い
る
選
挙
区
・
議
員
デ

A
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ー
タ
ベ
ー
ス
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
『
議
会
史
―
―
下
院　

一
五
〇
九
―

一
五
五
八
年
』（
2
）
の
共
編
者
と
研
究
助
手
を
務
め
た
経
歴
を
持
つ
。

本
稿
で
は
、
本
書
が
有
す
る
意
義
と
問
題
点
に
つ
い
て
概
観
し
て
み

た
い
。

　
さ
て
、
後
に
指
摘
す
る
問
題
点
と
関
連
す
る
が
、
本
書
の
各
章
の

内
容
を
限
ら
れ
た
紙
幅
で
簡
潔
に
整
理
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
目
次
を
供
覧
に
付
す
こ
と
で
内
容
紹
介
に
代
え
た
い
。　

﹇
﹈
内
は
訳
出
に
当
た
っ
て
の
評
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。

は
じ
め
に

第
一
章　

選
挙
と
選
挙
慣
行

議
会
の
召
集

回
状

回
状
以
外
の
国
王
・
顧
問
官
の
書
簡

﹇
議
員
の
﹈
指
名

選
挙
運
動

選
挙
に
関
す
る
法

議
員
選
出
権
の
付
与
と
剥
奪

州
に
お
け
る
選
挙

州
同
格
都
市
に
お
け
る
選
挙

主
教
座
都
市
・
自
治
都
市
・
一
般
都
市
に
お
け
る
選
挙

州
同
格
都
市
・
主
教
座
都
市
・
自
治
都
市
・
一
般
都
市
に
お
け
る

有
権
者

主
教
座
都
市
・
自
治
都
市
・
一
般
都
市
と
領
主
支
配
権

州
長
官
と
そ
の
他
の
選
挙
管
理
官

選
出
報
告
書
・
当
選
証
書
と
作
成
期
日

当
選
証
書
に
お
け
る
立
会
人
一
覧

選
出
報
告
書
・
当
選
証
書
・
期
日
の
改
変

偽
造
さ
れ
た
選
出
報
告
書

決
定
が
覆
さ
れ
た
も
し
く
は
取
り
消
さ
れ
た
選
挙

議
院
へ
の
集
合
・
選
挙
告
示
状
の
受
領
・
氏
名
の
点
呼

国
王
書
記
官
作
成
の
公
式
名
簿

議
員
選
出
に
関
す
る
委
員
会

補
欠
選
挙

第
二
章　

議
員

政
治
的
統
一
体

下
院
議
員
数

議
員
の
素
性

ナ
イ
ト
と
ナ
イ
ト
へ
の
叙
爵

貴
族
位
の
叙
爵
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貴
族
と
の
結
び
付
き

教
育

著
述
家
と
翻
訳
家

議
員
の
個
人
的
な
備
忘
録
・
記
録
・
記
憶

国
王
顧
問
官
と
枢
密
顧
問
官

宮
内
官

そ
の
他
の
国
王
官
職
者

陸
海
軍
で
の
経
験

聖
職
行
政
官
・
聖
堂
参
事
会
員
・
牧
師

法
律
家

商
人
・
製
造
業
者
・
交
易
商
人

州
行
政
に
お
け
る
経
験

都
市
行
政
に
お
け
る
経
験

宗
教

教
会
不
動
産
の
取
得

不
幸
と
悪
評

宿
泊
と
食
事

衣
服
と
装
飾
品

サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
と
随
行
者

手
当

﹇
議
員
に
よ
る
﹈
描
写

第
三
章　

構
成

議
場

議
事
の
時
間
帯

休
会

休
会
時
の
手
続

座
席
と
位
階

議
長

下
院
の
職
員

下
院
の
記
録

第
四
章　

会
期
中
の
下
院

議
会
の
開
会

議
長
の
請
願

一　

議
長
が
君
主
と
面
会
す
る
自
由

二　

議
長
に
よ
る
君
主
へ
の
謝
罪

三　

発
言
の
自
由

四　

不
逮
捕
特
権

法
廷
と
し
て
の
下
院

議
事
内
容
に
つ
い
て
の
議
論
と
外
部
へ
の
報
告

﹇
議
員
の
﹈
出
席

外
部
か
ら
の
干
渉
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訪
問
者

貴
族
院
と
の
協
議

議
会
外
の
行
事
へ
の
議
員
の
出
席

国
王
の
同
意

議
会
の
閉
会

﹇
議
員
の
﹈
出
立

第
五
章　

立
法

請
願
と
法
案
の
準
備

法
案
を
先
議
す
る
議
院

法
案
審
議
手
続

議
員
と
選
挙
区
の
関
心

演
説

議
論
と
反
対
意
見

議
場
仕
切
り
内
の
請
願
者
・
助
言
者
・
被
告
人

議
員
へ
の
影
響

委
員
会

﹇
法
案
の
﹈
修
正
と
清
書

投
票
―
―
拍
手
と
採
決

法
案
の
貴
族
院
へ
の
送
達

特
別
税
法
案
の
貴
族
院
か
ら
の
回
収

付
録一　

議
会
の
期
日

二　

一
五
五
三
年
九
月
議
会

三　

フ
ィ
リ
ッ
プ
国
王

四　

新
議
席

五　

補
欠
選
挙

六　
﹇H

P
T

へ
の
﹈
議
員
と
そ
の
氏
名
の
追
加

七　

議
員
に
関
す
る
私
的
制
定
法

八　

制
定
法
中
で
選
挙
区
に
対
し
て
付
加
さ
れ
た
条
件

九　

制
定
法
中
で
議
員
に
対
し
て
付
加
さ
れ
た
条
件

前
述
し
た
よ
う
に
、
ミ
ッ
ド
・
テ
ュ
ー
ダ
ー
期
の
議
会
に
つ
い
て

は
研
究
が
手
薄
な
状
況
が
続
い
て
き
た
。
近
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会

史
を
創
始
し
た
Ａ
・
ポ
ラ
ー
ド
は
テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
議
会
の
通
史
を
著

し
た
が
、
一
次
史
料
を
本
格
的
に
利
用
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。（
3
）

そ
の
後
ホ
イ
ッ
グ
主
義
の
側
か
ら
は
、
Ｊ
・
Ｅ
・
ニ
ー
ル

に
よ
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
の
、
Ｗ
・
ノ
ー
ト
ス
テ
イ
ン
に
よ
る
初
期
ス

テ
ュ
ア
ー
ト
朝
期
の
、
そ
れ
ぞ
れ
非
常
に
強
い
影
響
力
を
有
し
た
一

連
の
業
績
が
著
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
匹
敵
す
る
も
の
を
テ
ュ
ー
ダ

ー
朝
前
期
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。（
4
）

一
九
七
〇
年
代
以
降

に
な
る
と
、宗
教
改
革
に
関
わ
る
政
策
を
実
施
し
て
ゆ
く
に
あ
た
り
、
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寵
臣
ト
マ
ス
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
下
に
中
央
部
局
・
指
揮
命
令
系
統

が
再
編
さ
れ
た
こ
と
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
ヘ
ン
リ
八
世
期
に
近
代

的
官
僚
制
に
移
行
し
た
と
す
る
テ
ュ
ー
ダ
ー
行
政
革
命
論
を
唱
え
て

い
た
Ｇ
・
Ｒ
・
エ
ル
ト
ン
が
、
ホ
イ
ッ
グ
史
観
を
批
判
す
る
修
正
主

義
を
先
導
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。（
5
）

エ
ル
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
議

会
は
国
王
と
対
立
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
協
力
し
て
政
策

を
推
進
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
議
会
内
部
で
主
導
権
を
握

っ
て
い
た
の
は
、
下
院
で
は
な
く
貴
族
院
で
あ
っ
た
。
エ
ル
ト
ン
に

続
き
、
他
の
論
者
も
修
正
主
義
の
立
場
か
ら
ミ
ッ
ド
・
テ
ュ
ー
ダ
ー

期
の
議
会
に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
て
い
っ
た
。
Ｓ
・
Ｅ
・
リ
ー
ム

バ
ー
グ
は
、
宗
教
改
革
期
以
降
の
ヘ
ン
リ
八
世
期
議
会
を
検
討
し
、

議
事
手
続
と
貴
族
院
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。（
6
）

Ｍ
・
Ａ
・
Ｒ
・

グ
レ
イ
ヴ
ズ
は
、エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
期
と
メ
ア
リ
一
世
期
を
考
察
し
、

議
事
運
営
の
効
率
性
で
下
院
よ
り
勝
っ
て
い
た
貴
族
院
の
優
位
性
を

強
調
し
た
。（
7
）

Ｊ
・
ロ
ー
チ
は
、
下
院
議
席
の
創
設
や
選
挙
干
渉

な
ど
の
方
法
で
、
王
権
が
下
院
を
統
制
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
状
況

を
明
ら
か
に
し
た
。（
8
）

以
上
の
よ
う
に
、
修
正
主
義
者
は
王
権
・
貴
族
院
に
能
動
性
を
、

下
院
に
受
動
性
を
み
る
こ
と
で
、
ホ
イ
ッ
グ
史
観
・
マ
ル
ク
ス
主
義

史
観
の
単
線
的
な
歴
史
理
解
を
打
破
し
よ
う
と
試
み
た
。
こ
う
し
た

批
判
に
は
一
定
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、
他
方
で
下
院
が
そ
れ

自
体
と
し
て
独
立
の
分
析
対
象
と
さ
れ
な
い
、
と
い
う
弊
害
を
生
み

出
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
下
院
議
事
録
は
一
五
四
七
年

以
降
し
か
残
存
し
て
お
ら
ず
、
一
五
二
九
年
を
除
き
一
五
三
九
年
以

前
の
公
式
の
議
員
当
選
証
書
が
失
わ
れ
て
い
る
と
い
う
、
史
料
上
の

問
題
も
研
究
の
進
展
を
阻
む
要
因
で
あ
っ
た
。

し
か
し
本
書
の
著
者
で
あ
る
ホ
ー
ク
ヤ
ー
ド
は
、
こ
う
し
た
史
料

上
の
制
約
を
理
由
と
し
て
ミ
ッ
ド
・
テ
ュ
ー
ダ
ー
期
の
議
会
下
院
を

研
究
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
れ
ま
で
の
歴
史
家
を
批
判
す
る
。「
後
の

世
紀
で
下
院
を
専
門
と
す
る
研
究
者
は
多
様
で
広
大
な
領
域
に
及
ぶ

史
料
が
利
用
可
能
な
の
に
対
し
、
一
五
五
八
年
以
前
の
テ
ュ
ー
ダ
ー

朝
議
会
を
調
査
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
必
ず
史
料
の
不
足
に
遭
遇
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
代
の
史
料
は
不
揃
い
の
断
片
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
正
確
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
解
釈
す
る
の
は

一
見
す
る
と
不
可
能
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
…
…
﹇
ポ
ラ
ー
ド
﹈
以

外
の
人
々
は
、
知
的
欲
求
と
勇
気
を
欠
い
て
い
た
。
彼
ら
は
、
単
に

下
院
と
貴
族
院
と
の
関
係
の
み
を
、
ま
た
時
に
は
議
会
の
構
成
の
み

を
、さ
ら
に
は
聖
職
議
会
と
の
つ
な
が
り
の
み
を
考
察
す
る
こ
と
で
、

問
題
を
回
避
し
て
き
た
の
で
あ
る
。」（
9
）

さ
ら
に
ホ
イ
ッ
グ
史
家
・

修
正
主
義
者
に
共
通
す
る
解
釈
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。「
二
〇
世

紀
に
お
い
て
近
世
議
会
の
研
究
を
専
門
と
し
た
一
連
の
研
究
者
で
あ

る
、
ウ
ォ
レ
ス
・
ノ
ー
ト
ス
テ
イ
ン
、
サ
ー
・
ジ
ョ
ン
・
ニ
ー
ル
、
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サ
ー
・
ジ
ェ
フ
リ
・
エ
ル
ト
ン
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
こ
の
偉
大
な
伝

統
は
、
古
典
的
に
は
エ
ル
ト
ン
の
『
テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
の
国
制
』（
10
）

に

お
い
て
純
化
さ
れ
た
形
で
表
れ
て
い
る
。
こ
の
大
家
の
習
作
は
、
全

期
間
に
適
用
さ
れ
う
る
一
般
的
な
解
釈
に
よ
る
統
合
が
可
能
で
あ
る

と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
。
こ
の
図
式
に
き
ち
ん
と
当
て
は
ま
ら

な
い
厄
介
な
事
実
は
、
顧
み
ら
れ
も
注
目
さ
れ
も
せ
ず
に
や
り
過
ご

さ
れ
、
重
要
な
亀
裂
は
ま
る
で
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に

覆
い
隠
さ
れ
た
。
…
…
ノ
ー
ト
ス
テ
イ
ン
、
ニ
ー
ル
、
エ
ル
ト
ン
は

い
ず
れ
も
、
証
拠
を
批
判
的
に
検
討
す
れ
ば
必
ず
し
も
維
持
で
き
な

い
解
釈
を
繰
り
返
し
公
表
し
て
き
た
の
で
あ
る
。」（
11
）
し
た
が
っ
て

本
書
に
お
け
る
著
者
の
目
的
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
以
降
に
焦
点
が
置

か
れ
て
き
た
近
世
下
院
研
究
の
均
衡
を
、
二
次
文
献
の
利
用
に
よ
っ

て
で
は
な
く
、
そ
の
残
存
状
況
が
断
片
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
一
次

史
料
に
も
と
づ
い
た
叙
述
に
よ
っ
て
回
復
す
る
こ
と
に
お
か
れ
る
。

こ
う
し
た
「
下
院
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
史
料
を
検
討
し
評

価
す
る
と
い
う
困
難
な
作
業
こ
そ
が
、
よ
り
大
き
な
成
果
を
生
み
出

す
。」
そ
の
作
業
は
「
多
く
の
問
題
を
含
ん
で
は
い
る
が
、
大
き
な

政
治
的
、
宗
教
的
動
乱
と
変
化
の
時
期
に
お
け
る
こ
の
機
関
に
つ
い

て
、
何
ら
か
の
像
は
確
実
に
再
構
築
し
う
る
の
で
あ
る
。」（
12
）

目
次
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
本
論
に
お
い
て
は
同
時
代
の

選
挙
、
議
員
、
議
事
手
続
の
規
則
と
実
際
の
運
用
、
法
案
審
議
の
過

程
に
つ
い
て
、
ま
さ
し
く
破
片
を
拾
い
集
め
る
よ
う
に
細
か
な
史
料

を
大
量
に
収
集
し
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
各
項

目
に
関
す
る
事
実
が
再
構
成
さ
れ
て
ゆ
く
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
本

稿
で
は
本
書
全
体
を
要
約
す
る
こ
と
は
適
わ
な
い
の
だ
が
、
そ
の
叙

述
ス
タ
イ
ル
を
示
す
た
め
に
、
本
文
か
ら
二
箇
所
ほ
ど
引
用
し
て
お

こ
う
。
例
え
ば
選
挙
報
告
書
の
改
竄
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に

叙
述
さ
れ
る
。「
一
五
四
二
年
以
降
の
事
例
を
精
査
す
る
と
、
利
害

に
関
し
て
複
数
の
際
立
っ
た
特
徴
が
明
ら
か
に
な
る
。
確
認
さ
れ
て

い
る
削
除
箇
所
の
上
に
氏
名
が
上
書
き
さ
れ
て
い
る
当
選
証
書
は
、

一
五
四
五
、
一
五
四
七
年
、
一
五
五
三
年
一
〇
月
、
一
五
五
四
年
一

一
月
、
一
五
五
五
年
に
お
い
て
は
少
な
か
ら
ぬ
数
に
上
る
。
一
五
四

五
年
に
お
い
て
は
、
議
会
開
催
の
一
〇
ヶ
月
の
遅
れ
を
、
こ
の
手
法

に
よ
っ
て
王
権
が
自
ら
の
利
害
の
代
表
者
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
し
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
様
の
プ
ロ
セ
ス
は
一
五
四
七
年
に
も
見
受
け

ら
れ
る
。
一
五
五
三
年
秋
の
一
一
と
い
う
高
い
数
値
は
、
王
位
継
承

危
機
以
降
続
い
て
い
た
、
不
安
定
な
政
治
状
況
を
ほ
ぼ
確
実
に
反
映

し
て
い
る
。」（
13
）

ま
た
議
員
と
な
っ
た
国
王
役
人
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
。「
国
王
役
人
の
一
団
は
、
下
院
に
お
い

て
最
も
重
要
な
集
団
で
は
あ
っ
た
が
、
数
に
お
い
て
他
の
議
員
を
圧

倒
す
る
ほ
ど
の
勢
力
に
な
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ヘ
ン
リ
八
世
期

と
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
期
の
各
議
会
で
は
、
宮
廷
集
団
は
お
そ
ら
く
七
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〇
人
を
少
し
上
回
る
程
度
で
あ
り
、
彼
ら
は
全
議
員
の
約
五
分
の
一

を
占
め
て
い
た
。
メ
ア
リ
期
で
は
そ
の
数
は
低
下
し
、
一
五
五
三
年

一
〇
月
に
二
七
人
、
一
五
五
四
年
四
月
に
二
八
人
、
一
五
五
四
年
一

一
月
に
三
一
人
、
一
五
五
五
年
に
二
八
人
、
一
五
五
八
年
に
二
四
人

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
女
王
が
議
会
に
ほ
と
ん
ど
関
心
を

抱
い
て
い
な
か
っ
た
証
拠
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
。（
明
ら
か
に

そ
う
で
は
な
か
っ
た
が
。）
し
か
し
よ
り
妥
当
性
の
あ
る
説
明
は
、

女
王
の
即
位
に
よ
っ
て
宮
廷
の
構
成
が
変
化
し
た
と
い
う
点
に
求
め

ら
れ
る
。
彼
女
が
女
性
で
あ
っ
た
と
い
う
単
純
な
理
由
に
よ
っ
て
、

メ
ア
リ
は
宮
廷
内
の
男
性
た
ち
と
父
や
弟
と
同
程
度
に
接
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。」（
14
）

こ
こ
で
挙
げ
た
例
か
ら
も
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
論

者
が
必
ず
し
も
十
分
に
は
確
認
し
て
い
な
か
っ
た
事
実
に
つ
い
て
具

体
的
な
数
値
を
提
示
す
る
な
ど
、
著
者
が
同
時
代
の
議
会
に
関
し
て

最
も
綿
密
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
結
果
、

今
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
重
要
な
事
実
が
数
多
く
明
ら
か
と
な

っ
た
。
例
え
ば
選
挙
に
関
す
る
第
一
章
で
は
、
国
王
名
の
回
状
や
組

織
と
し
て
の
枢
密
院
な
い
し
枢
密
顧
問
官
個
人
か
ら
書
簡
が
各
地
に

発
送
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
各
政
府
部
局
や
貴
族
・
ジ
ェ
ン
ト
リ

ら
に
よ
る
議
員
指
名
お
よ
び
当
選
証
書
の
改
竄
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
同
時
代
に
お
け
る
選
挙
干
渉
の
存
在
が
明
確

に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
議
員
は
よ
り
権
威
の
高
い
選
挙

区
か
ら
の
当
選
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
、
中
小
の
選
挙
区
は
議
員
に

対
す
る
日
当
の
支
払
免
除
と
引
き
替
え
に
パ
ト
ロ
ン
に
よ
る
指
名
権

を
認
め
て
い
た
こ
と
な
ど
、
各
々
の
ア
ク
タ
ー
が
固
有
の
論
理
に
も

と
づ
い
て
選
挙
お
よ
び
議
員
と
い
う
地
位
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
著
者
は
、
断
片
的
で
は
あ
っ

て
も
多
数
の
史
料
を
事
項
ご
と
に
逐
一
参
照
す
る
こ
と
で
、
同
時
代

の
議
会
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
あ
る
程
度
立
体
的
に
描
き
出
す
こ
と
に
は

た
し
か
に
成
功
し
て
い
る
。
史
料
に
も
と
づ
い
て
基
礎
的
な
事
実
を

確
定
さ
せ
る
の
は
歴
史
学
に
お
け
る
最
も
基
本
的
な
手
順
で
あ
り
、

こ
の
作
業
を
怠
れ
ば
歴
史
家
の
一
方
的
な
解
釈
の
肥
大
化
を
招
く
危

険
性
が
高
ま
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
著
者
が
本
書
で
行
っ
た
個
々
の

事
項
に
つ
い
て
の
丹
念
な
追
跡
と
未
知
の
事
実
の
解
明
は
、
そ
れ
自

体
大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

だ
が
他
方
で
、
上
記
の
よ
う
な
微
細
な
事
実
へ
の
拘
泥
は
、
本
書

の
叙
述
か
ら
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
失
わ
せ
て
い
る
感
が
否
め
な
い
。
前

述
し
た
よ
う
に
、
著
者
は
ノ
ー
ト
ス
テ
イ
ン
、
ニ
ー
ル
、
エ
ル
ト
ン

ら
の
先
学
が
史
料
に
照
ら
せ
ば
支
持
し
得
な
い
解
釈
を
押
し
出
し
て

い
た
点
を
批
判
し
、「
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
史
料
を
検
討
し
評
価
」
す

れ
ば
「
何
ら
か
の
像
は
確
実
に
再
構
築
し
う
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

し
か
し
、
各
項
目
に
つ
い
て
の
事
実
の
確
認
は
な
さ
れ
て
も
、
そ
の
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事
実
が
同
時
代
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有

す
る
の
か
に
つ
い
て
は
記
述
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
章
で
小
括
が
な
さ

れ
た
り
全
体
の
結
論
が
導
か
れ
た
り
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
こ

れ
ま
で
の
ホ
イ
ッ
グ
史
観
・
修
正
主
義
の
解
釈
を
代
替
す
る
よ
う
な

歴
史
像
は
、
最
後
ま
で
打
ち
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
上

述
し
た
選
挙
に
関
し
て
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
政
府
の
方
針
が
大
き
く

揺
れ
動
く
中
で
、
議
員
た
ち
は
議
席
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
の
か
、

ま
た
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
手
段
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
の
か
、
さ
ら
に

外
部
権
力
に
よ
る
選
挙
干
渉
が
行
わ
れ
た
と
し
て
、
各
選
挙
区
は
そ

れ
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
そ
う
し
た
戦
術
は
ど
の
程
度
効
果
を
発

揮
し
た
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
よ
り
メ
タ
レ

ベ
ル
に
お
い
て
は
、
度
重
な
る
王
権
に
よ
る
宗
教
政
策
の
変
更
と
、

同
時
並
行
的
に
進
行
し
た
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
の
中
で
、
国
制
に
お

け
る
議
会
の
位
置
づ
け
、
ま
た
国
王
・
貴
族
院
と
下
院
と
の
関
係
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
そ
れ
ら
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
以
降
の
議
会
政
治

に
ど
の
よ
う
な
面
で
影
響
を
与
え
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
問
題
が
挙

げ
ら
れ
よ
う
。
個
々
の
事
実
か
ら
出
発
す
る
の
は
当
然
と
し
て
、
こ

の
よ
う
な
大
き
な
枠
組
み
を
描
き
出
す
の
が
歴
史
学
の
最
終
的
な
目

的
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
著
者
に
は
そ
う
し
た
視
点
が
欠
け
て
い
る
。

結
局
、
ニ
ー
ル
、
ノ
ー
ト
ス
テ
イ
ン
、
エ
ル
ト
ン
ら
が
描
き
出
し
た

議
会
像
に
、
本
稿
の
知
見
が
ど
の
よ
う
な
点
で
修
正
を
迫
り
う
る
の

か
は
不
明
な
ま
ま
に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
い
わ
ゆ
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
学
者
で
は
な
い
著

者
に
、
そ
こ
ま
で
を
要
求
す
る
の
は
過
重
な
期
待
で
あ
ろ
う
。
ま
ず

は
一
種
の
空
白
地
帯
で
あ
っ
た
ミ
ッ
ド
・
テ
ュ
ー
ダ
ー
期
の
議
会
に

つ
い
て
、
初
め
て
本
格
的
な
事
実
整
理
を
行
っ
た
そ
の
労
を
多
と

し
、
こ
の
基
礎
作
業
に
も
と
づ
く
新
た
な
研
究
が
進
展
す
る
の
を
心

待
ち
に
し
た
い
。（

な
か
ま
る　

ひ
で
き
・
北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
准
教
授
）
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